
今回の話は,筆者が訪問リハで担当している70代,

男性との会話から考えさせられたことです.その方

は.右片麻痔重嵐構音障害,装具着用してT字杖独

歩レベル, ADいま左手ですべて自立されています.

発病前は,画家だった父親の血を引いて,日本画を趣

味とされていました.仕事は,技術者兼工業デザイ

ナーとして,日本全国の商店街等の照明デザインや看

板デザインをされていました.

訪問リハ時に,歴史の話や政治の話,宗教や教育の

話などを熱くされます.ときには,訪問時間が会話だ

けで終わってしまうこともあります.

この方は,聖書にも造詣が深く,あるときに｢先生,

百匹の羊の話を知っていますか｣と言われました.謎

かけのように, ｢先生が荒野で羊飼いとして,百匹の羊

を飼っていて,そのうちの一匹がいなくなったらどう

しますか｣と.

筆者は, ｢いなくなった一匹の羊はかわいそうなの

で探したいと思いますが,荒野は危険が多く残る九十

九匹も大事なので,泣く泣くいなくなった一匹はあき

らめると思います｣と答えました.その方は, ｢私が羊

飼いだったら,九十九匹を荒野に残して,いなくなっ

た一匹を探しには行かない.男には,九十九匹を守る

責任がある.しかし,女は,九十九匹をほったらかし

て,いなくなった一匹を探しに行く.これが男と女の

違いだ｣と言われました.この話は,筆者の心の中に

澱のように溜まってしまい,日常の仕事や会合でいろ

いろな男性,女性と話をするときに,この人は『百匹

の羊』の話にどう答えるのだろうと考えるようになり

ました.

この話の出典は, ｢あなた方のうち,百匹の羊を持っ

ていて.そのうちの一匹を失ったときに,九十九匹を

荒野に残し,失われたものをみつけるまでそれを探し

に行かない人がいるでしょうか｣ (新約聖書ルカ伝15:

利用者様と日本画

4 『百匹の羊』)です.これは聖書の教えとして一般的

には,一匹の羊の命の尊さの話として理解されていま

す.

最近,ある男性から私的なことで相談がありました.

夫婦喧嘩をしてしまい,奥さんへの対応で戸惑ってい

るとのことでした.筆者は,この男性に『百匹の羊』

の話をしました.話しながら,少しずつ心の中で,九

十九匹を守る男性的な考え,いなくなった一匹を追う

女性的な考え,どちらも羊たちにとっては, ｢救い｣な

のではないかと思うようになりました.筆者の個人的

な想いとしては,女性には,いなくなった一匹を嘆き

悲しみながらも追い求めてほしいと思います.
一匹を追い求める女性の姿は,ほかの羊にとって,

もし自分がいなくなったときも,同じように嘆き悲し

みながらも追い求めてくれる存在として映り,救いと

感じられるのではないでしょうか.相談をしてきた男

性には,男性にとっては小さな事柄と思えることも,

女性にとっては大切なことであり,一匹の羊を追い求

めるのが女性であり,みつけたときの喜びを,そして

みつけられなかったときの悲しみを共にわかち合える

存在として,奥さんのそばにいることが大切なのでは

ないかとアドバイスしました.
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